
　

持ち方の諸問題
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正しい持ち方をしていますか？

nしている　：
nしていない：



正しい持ち方の特徴
n 16項目の確認
n 持ち方の図・記述

n 書写教科書　36冊
n 市販図書　　17種

n筆記具筆記具筆記具筆記具にににに接接接接するするするする指指指指のののの位置位置位置位置：：：：　
n親指　＝第一関節より先の中央部
n示指１＝第一関節より先の中央部
n中指
n示指２＝第3関節から第2関節の間　

n指指指指のののの位置関係位置関係位置関係位置関係（（（（指指指指がががが接接接接するするするする筆記具筆記具筆記具筆記具のののの位置位置位置位置）：）：）：）：　
n示指１＝筆記具の先端部（鉛筆の場合、削り際のやや上）
n親指　＝示指より先端部から離れた位置

n角度角度角度角度
n前方から見て20度程度、側方から見て60-70度程度。

n机机机机にににに接接接接するするするする指指指指とととと形状形状形状形状：：：：
n中指/薬指/小指をそろえた状態で軽くまるめ、小指が机に接する。



　

持ち方の諸問題

n正正正正しいしいしいしい持持持持ちちちち方方方方ができないができないができないができない子子子子どもがどもがどもがどもが多多多多いいいい！！！！

n正正正正しいしいしいしい持持持持ちちちち方方方方でなくてもでなくてもでなくてもでなくても書書書書けるのにけるのにけるのにけるのに！！！！

n正正正正しいしいしいしい持持持持ちちちち方方方方とはとはとはとは何何何何？？？？

n学習指導要領学習指導要領学習指導要領学習指導要領のののの解説解説解説解説などではなどではなどではなどでは？？？？

n正正正正しいしいしいしい持持持持ちちちち方方方方にににに対対対対するするするする批判批判批判批判

nどのようにどのようにどのようにどのように教教教教えるかえるかえるかえるか？？？？



　

この数年の動向

学習指導要領解説　国語編
❙ 機能性機能性機能性機能性にににに裏付裏付裏付裏付けされたものであるけされたものであるけされたものであるけされたものである必要必要必要必要

魚住『現代筆跡学序説』
❙ 書写書写書写書写のののの教科書教科書教科書教科書にににに示示示示されているおされているおされているおされているお定定定定まりのまりのまりのまりの姿勢姿勢姿勢姿勢
およびおよびおよびおよび執筆執筆執筆執筆のののの示範図示範図示範図示範図はははは、、、、全全全全くくくく現実離現実離現実離現実離れしていれしていれしていれしてい
てててて使使使使いものにならずいものにならずいものにならずいものにならず、、、、、、、、

近藤（2000書写書道教育学会）
❙ 正正正正しいしいしいしい持持持持ちちちち方方方方　　　　からからからから　　　　望望望望ましいましいましいましい持持持持ちちちち方方方方へへへへ



小学校学習指導要領　と　解説　国語編　より

❚ 鉛筆の持ち方で特に留意

することは，親指の先が人

さし指の先より下がらない

こと，人さし指がかどばら

ないようにすることなどで

ある。鉛筆の持ち方につい

ては，書写学習の初期に

おいて個別指導などによっ

て十分に身に付けるように

指導することが大切である。

❚「正しい持ち方」の「正しい」とは，

文字を書く運動を高める機能性

に裏付けされたものという意味

であり，形式的な形のみを指す

ものではない。例えば，執筆に際して親

指が人指し指の先より下がった場合、筆先を親

指の先端が隠すため，児童は横から紙面をのぞ

き込む姿勢をとる。このような執筆傾向への視点

が欠落したままで，「背筋をまっすぐ伸ばす」といっ

た指導のみが加えられた場合，児童は筆先を注

視することなく文字を書くことになる。

姿勢姿勢姿勢姿勢やややや用具用具用具用具のののの持持持持ちちちち方方方方をををを正正正正しくしてしくしてしくしてしくして丁寧丁寧丁寧丁寧にににに書書書書くことくことくことくこと。。。。



　

魚住『現代筆跡学序説』より

❚書写の教科書に示されているお定まりの姿勢およ
び執筆の示範図は、全く現実離れしていて使いも
のにならず、、

❙ 実態
❘ 指先でつまむように持つことを模範として示し

❙ 原因：
❘ 書道の大家が監修
❘ 毛筆書につねに理想があり、、

❙ 問題点
❘ 頼りなく力の入らない持ち方では、児童が能率良
く文字が書けるはずがない



「望ましい持ち方」という概念（近藤）

提案　「「「「望望望望ましいましいましいましい持持持持ちちちち方方方方」」」」
n典型となるベストな持ち方
nその段階にいたるまでのベターな持ち方

n 具体的特徴は何か？
n 特徴の重要度は？
n どのような点で不都合が生じるのか？

問題点

n正正正正しいしいしいしい持持持持ちちちち方方方方でなくてもでなくてもでなくてもでなくても書書書書けるけるけるける！！！！
n他他他他のののの持持持持ちちちち方方方方はははは、、、、間違間違間違間違いなのいなのいなのいなの？？？？
n個人的特性個人的特性個人的特性個人的特性のののの問題問題問題問題はははは？？？？

「「「「正正正正しいしいしいしい持持持持ちちちち方方方方」」」」



課題の整理
学習指導要領

❙ 用具用具用具用具のののの持持持持ちちちち方方方方をををを正正正正しくしてしくしてしくしてしくして→→→→正正正正しいしいしいしい持持持持ちちちち方方方方とはとはとはとは？？？？
学習指導要領解説　国語編

❙ 機能性機能性機能性機能性にににに裏付裏付裏付裏付けされたものであるけされたものであるけされたものであるけされたものである必要必要必要必要
酒井

❙ 根拠根拠根拠根拠のののの研究研究研究研究はははは必必必必ずしもずしもずしもずしも多多多多くないくないくないくない

❚望望望望ましいましいましいましい持持持持ちちちち方方方方のののの特徴特徴特徴特徴
❚根拠根拠根拠根拠：：：：合理性合理性合理性合理性についてのについてのについてのについての理論的仮説理論的仮説理論的仮説理論的仮説

❚ 先行研究から
❚ 視線・姿勢、書字運動・字形等との関連
❚ メカニズム的に
❚ 硬筆筆記具の持ち方に限定



「典型とされる持ち方」の特徴
n 16項目の確認
n 持ち方の図・記述

n 書写教科書　36冊
n 市販図書　　17種

n筆記具筆記具筆記具筆記具にににに接接接接するするするする指指指指のののの位置位置位置位置：：：：　
n親指　＝第一関節より先の中央部
n示指１＝第一関節より先の中央部
n中指
n示指２＝第3関節から第2関節の間　

n指指指指のののの位置関係位置関係位置関係位置関係（（（（指指指指がががが接接接接するするするする筆記具筆記具筆記具筆記具のののの位置位置位置位置）：）：）：）：　
n示指１＝筆記具の先端部（鉛筆の場合、削り際のやや上）
n親指　＝示指より先端部から離れた位置

n角度角度角度角度
n前方から見て20度程度、側方から見て60-70度程度。

n机机机机にににに接接接接するするするする指指指指とととと形状形状形状形状：：：：
n中指/薬指/小指をそろえた状態で軽くまるめ、小指が机に接する。



「典型とされる持ち方」
　　　～相互に関係する特徴～

n 筆記具の角度（空間）
　↓↑
n 筆記具が指に接する位置
n 指が筆記具に接する位置（指の位置関係）
n 指の形状



「典型とされる持ち方」
　　　～重要なポイント～



「典型とされる持ち方」に指摘される問題
n 魚住

n 頼りなく力の入らない持ち方
n 軸部を親指と人差し指の付け根の間に
もたれさせるように

n 杉崎
n シャープペンシル:ガイドパイプが
紙に接触しないよう軸を立てる必要

n Sassoon
n 伝統的なペンや鉛筆には適していても
現代の筆記用具に適さない

n 現代の筆記具のためにはこの持ち方以
上に筆記具を立てて持つ必要

n 人差し指の曲がりの問題も、筆記具の
角度との関連があること



「「「「典型典型典型典型とされるとされるとされるとされる持持持持ちちちち方方方方」」」」のののの変化変化変化変化とととと漢字書字漢字書字漢字書字漢字書字

n日本における現在の典型
n 角度の維持が可能
n 書けないわけではない！
n なぜこのように持てないか？

nSassoon：立てるための方策と問題
nギュッと握りしめるように持つことで、
立てる。→疲れやすい・痛みを生ずる。

n親指を筆記具の上の方に当てることで筆
記具を立てる。→文字を書くための運動
を制限してしまう。

n親指が反るほどに力を入れる。→なめら
かな動きを妨げ、疲れ・痛みを生じる。

nSassoon：提案
n 中国における実験では、漢字書字に適さない。



3-2　対処を考慮した構造仮説
n特徴

n筆記具筆記具筆記具筆記具のののの角度角度角度角度
n筆記具筆記具筆記具筆記具がががが指指指指にににに接接接接
するするするする位置位置位置位置

n考慮
n因果関係因果関係因果関係因果関係
n対処対処対処対処



筆記具に接する指の位置から生じる問題



筆記具の角度から生じる問題

動きの大きさの決定

側方へ傾ける書字不能

後述



視線と姿勢の問題
視線

(を遮る)

対処対処対処対処
姿勢姿勢姿勢姿勢1111

対処対処対処対処
姿勢姿勢姿勢姿勢2222

対処対処対処対処
姿勢姿勢姿勢姿勢3333

疲労疲労疲労疲労 n上体上体上体上体へのへのへのへの負担負担負担負担
n肘肘肘肘へのへのへのへの負担負担負担負担

錯視

基本的書字運動

同じ位置から撮影



視覚によるフィートバックの問題

字形字形字形字形
n遠近感の問題から、正確なフィードバッ
クができず字形へと影響を及ぼす危険性

n垂直方向から
n左方約45°から
n側方から覗き込んだ場合に該当視覚視覚視覚視覚((((フィードバックフィードバックフィードバックフィードバック))))



基本的書字運動の問題等
視線

(を遮る)
対処対処対処対処

筆記具角度筆記具角度筆記具角度筆記具角度
対処対処対処対処

接接接接しししし方方方方

基本的書字運動基本的書字運動基本的書字運動基本的書字運動

接接接接するするするする位置位置位置位置((((指指指指))))
のののの不適切不適切不適切不適切



5-1　持ち方研究の中での本研究の意味
❚研究研究研究研究のののの段階段階段階段階

a. a. a. a. 望望望望ましいましいましいましい持持持持ちちちち方方方方のののの明確化明確化明確化明確化
b. b. b. b. 望望望望ましいましいましいましい持持持持ちちちち方方方方のののの根拠根拠根拠根拠（（（（重要度重要度重要度重要度））））のののの明確化明確化明確化明確化
　　　　　　　　・・・・仮仮仮仮　　　　説説説説
　　　　　　　　　　　　　　　　↓↓↓↓
　　　　　　　　・・・・検検検検　　　　証証証証
c. c. c. c. 望望望望ましいましいましいましい持持持持ちちちち方方方方のののの指導方法指導方法指導方法指導方法のののの研究研究研究研究

※本研究
❚aの明確化
❚bのうち重要性の検討をおこないつつその根拠について仮説を提示

❚有効なものとするには、検証の過程をへる必要
❚実態調査実態調査実態調査実態調査・・・・診断的臨床的研究診断的臨床的研究診断的臨床的研究診断的臨床的研究においてにおいてにおいてにおいて、、、、表表表表 1111のののの項目項目項目項目

5　まとめ



5-2　検証の方法等について
❚相関相関相関相関

❚持ち方の各特徴間
❚持ち方の特徴
　　　↓↑
姿勢・視力・疲れやすさ・字形などの相関

❚習慣性の脊椎側彎の問題・視線の問題

❚力学的力学的力学的力学的・・・・運動学的分析方法運動学的分析方法運動学的分析方法運動学的分析方法
❚筆圧・握圧の調整機能（小竹ら・小竹）
❚＋発達段階（大庭）
❚力学的解析・ベクトル的解析（田口・清宮）

5　まとめ



現在の典型は難しすぎるのか？

n利利利利きききき手手手手でないでないでないでない方方方方がががが、、、、
nタイプタイプタイプタイプ4444（「（「（「（「典型典型典型典型とされるとされるとされるとされる持持持持ちちちち方方方方」）」）」）」）がががが多多多多いいいい。。。。
n望望望望ましいましいましいましい持持持持ちちちち方方方方になるになるになるになる。（。（。（。（一部仮説一部仮説一部仮説一部仮説））））

n「「「「典型典型典型典型とされるとされるとされるとされる持持持持ちちちち方方方方」」」」はははは、、、、自然自然自然自然なななな持持持持ちちちち方方方方かもかもかもかも
n書字書字書字書字するするするする過程過程過程過程でででで変化変化変化変化するするするする比率比率比率比率がががが高高高高いこともいこともいこともいことも予想予想予想予想されるされるされるされる。。。。
n発達段階発達段階発達段階発達段階のののの問題問題問題問題



補補補補：：：：持持持持ちちちち方方方方をををを直直直直すすすす方法方法方法方法（（（（市販品市販品市販品市販品））））



補補補補：：：：持持持持ちちちち方方方方をををを直直直直すすすす方法方法方法方法（（（（市販品市販品市販品市販品））））
　　　　　　　　　　　　先端部先端部先端部先端部のののの３３３３点点点点についてについてについてについて

❚ 軸軸軸軸をををを3角形角形角形角形にすることでにすることでにすることでにすることで、、、、先先先先
のののの図図図図のようにのようにのようにのように3方向方向方向方向からからからから力力力力

をををを入入入入れやすいれやすいれやすいれやすい持持持持ちちちち方方方方にすにすにすにす
ることをることをることをることを意図意図意図意図

❚ 極端極端極端極端にににに回転回転回転回転（（（（120度度度度））））せざるせざるせざるせざる

をををを得得得得ないというないというないというないという点点点点ががががデメリッデメリッデメリッデメリッ
トトトト

❚ 他他他他にににに原因原因原因原因があるがあるがあるがある場合場合場合場合
❚ 小小小小さいさいさいさい子子子子どものどものどものどもの場合場合場合場合、、、、削削削削っっっっ

てあるてあるてあるてある箇所箇所箇所箇所をををを持持持持たざるをたざるをたざるをたざるを得得得得
ずずずず、、、、無理無理無理無理なななな持持持持ちちちち方方方方にににに対応対応対応対応。。。。



補補補補：：：：持持持持ちちちち方方方方をををを直直直直すすすす方法方法方法方法
　　　　上方位置上方位置上方位置上方位置

❚ 上方上方上方上方のののの位置位置位置位置のののの両方両方両方両方にににに
対応対応対応対応

❚ デメリットデメリットデメリットデメリット
❚ 手手手手のののの大大大大きさによってきさによってきさによってきさによって、、、、違和違和違和違和

感感感感をををを感感感感じるというじるというじるというじるという意見意見意見意見がががが聞聞聞聞
かれることかれることかれることかれること

❚ 市販品市販品市販品市販品はははは高価高価高価高価



補補補補：：：：持持持持ちちちち方方方方をををを直直直直すすすす方法方法方法方法（（（（市販品市販品市販品市販品））））
　　　　　　　　先端部先端部先端部先端部のののの３３３３点点点点とととと上方位置上方位置上方位置上方位置

❚ 3方向方向方向方向からとからとからとからと、、、、上方上方上方上方のののの

位置位置位置位置のののの両方両方両方両方にににに対応対応対応対応
❚ デメリットデメリットデメリットデメリット

❚ 手手手手のののの大大大大きさによってきさによってきさによってきさによって、、、、違和違和違和違和
感感感感をををを感感感感じるというじるというじるというじるという意見意見意見意見がががが聞聞聞聞
かれることかれることかれることかれること

❚ 回転回転回転回転をををを必要必要必要必要とするとするとするとする筆記具筆記具筆記具筆記具
ではではではでは使使使使えないことえないことえないことえないこと

❚ 持持持持ってみてってみてってみてってみて違和感違和感違和感違和感がながながながな
ければければければければ、、、、ボールペンボールペンボールペンボールペンなななな
どどどど（（（（回転回転回転回転のののの必要必要必要必要がないがないがないがない
筆記具筆記具筆記具筆記具））））につけてにつけてにつけてにつけて試試試試しししし
てみるとてみるとてみるとてみると良良良良いのではないのではないのではないのではな
いかいかいかいか。。。。



補補補補：：：：持持持持ちちちち方方方方をををを直直直直すすすす方法方法方法方法
　　　　上方位置上方位置上方位置上方位置



補補補補：：：：持持持持ちちちち方方方方をををを直直直直すすすす方法方法方法方法
　　　　上方位置上方位置上方位置上方位置


